
と

し

て

の

効

果

に

就

て
(

第
一
報)

ガ

ソ

北
海
道
林
業
試
驗
揚
耍
錄
第
八 

號

T

育
苗

ォ
ぎ

fin ' • ft

リ

ン

ソ

帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場

(

北

海

道

、
札

幌
)

帝

室

林

野

局
 

昭
和
十
八
年
三
月



v iv n n i

目 

次

褚 

百.
.
.
.
.
.

..

.

.

.

.

.

頁 

做 

料.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

3
頁 

針
葉
原
油
の
性
狀.
.

..

.

.

..

.

.3
頁 

輕
質
油
の
性
狀.
.

..

.

.

.

.

.

.

6
頁 

輕
質
汕

.JC
依
る
走
行
試
驗...
.
.
.
.
.8
頁 

VI
帝
北
航
一
號
ガ
ソ
リ
ン
の
性
狀.
.
.
.
.
.
.9
頁

W
帝
北
找
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
に
依
る
走
行
試
験.
：.
.

10
頁

1
始
動
試
驗.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

11
頁

2
加
迎
試
驗.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

11
頁

3
燃
料
消
費M
試
驗
及
ぴ
排
氣
分
析
試
驗.
.
.

12
頁

4
市
街
地
に
於
け
る
迪
行
試
驗.
.
.
.
.
.
.

18
頁

5
機
船
に
及
ぼ
す
影®
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

20
頁

印

摘
 

要.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

21
頁

燃
料
に
は
周
知
の
如
く
固
體
、
液
惟
、
 

瓦
斯
牘
、
及
び
膠
質
撚
料
等
が
あ
り
、
共
の
何
れ
を
見
る
も
直
接
又
は
間
接
に
林
産
物
が
多
く
之
に
關
與 

し
て
居
る
の
を
知
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
等
に
風
す
る
個
々
の
も
の
と
雖
も
專
門
的
に
研
究
せ
ら
れ
、
旣
に
熟
料
工
業
の
部
r'J

に
迄
發
展
し
て
居
る 

の
で
、
吾
々
は
屢
々
門
外
漢
扱
ひ
に
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
過
般
の
情
勢
下
に
於
て
、
今
一
應
檢
討
す
る
事
も
强
ち
無
駄
で
は
無
い
と 

考
へ
ら
れ
、
本
研
究
に
茄
手
し
た
次
第
で
あ
る
。

就
中
液
體
然
料
は
共
の
最
も
3!:

要
な
る
も
の
で
、
夫
れ
が
有
す
る
決
定
的
の
優
秀
性!
I

發
熱
量
、
熱
効
率
、
取
扱
法
の
簡
單
、
燃
焼
調
節
の
容 

易
、
迅
速
等
 々

に
依
っ
て
之
が
血
液
に
も
啓
へ
ら
る
ゝ
に
到
り
、
平
時
に
あ
り
て
近
代
文
明
の
興
隆
、
產
業
の
發
達
に
寄
與
す
る
處
大
な
る
は

ト

ド

マ

ツ

針
葉
油
の
ガ
ソ
リ
ン
と
し
て
の
効
果(
第
一
報)

帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場
技
師

安 

倍 

愼



• 

二 

も
と
よ
り
、 

殊
に
戦
爭•
卜
に
於
て
は
此
の
も
の
、
址
及
びn
が
鞍
局
ー
!<-
重
大
な
る
影
・
を
及
ぼ
す
べ
き
事
は
想
怎
に
難
・7ヽX
い
。
即
ら
近
代
戰
に
於 

て

耍

視

せ
ら
れ
偉
動
を
樹
て
ゝ
居
る
伉
空
機
、
艦
潞
、
戰
車
、
自
動
車
等
横
載
並
に
自
ら
制
限
が
あ
り
、
移
助
—
つ'

絶,
乍

動
力
を
發
す 

る
も
の
！C
と
っ
て
、
此
の
。
tj
の
が
不
可
缺
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
が
爲
で
あ
る
。
世
界
各
國
が
競
っ
て
生
產
の
安
定
を
畑
り
、
各
種
の
施
設
を
行 

ひ
、
硏
究
、
法
令
等
の
數
が
妝
し
い
の
も
至
極
尤
も
な
事
で
あ
る
。 

• 

各
國
に
於
け
る
石
炭
の
生
産
?.:;
は
槪
ね
夫
签
國
內
の
需
要
を
充
し
て
は
居
る
け
れ
ど
も
、
石
油
に
至
っ
て
は
其
の
偏
作
性
が
菁
し
く
、
白
國
で
利 

用
し
て
尚
餘?

の
あ
っ
た
の
は
獨
り
米
國
あ
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
全
世
界
に
於
け
る
生
递
高
の
六
十％

以
上
は
米
國
に
產
し
、
蘇
梆
の
約
十
一 ％
 

之
に
次
ぎ
吾
が
南
方
油
田
の
如
ぎ
は
僅
々
三％

に
過
ぎ
な
い
。
從
っ
て
今
次
の
戦
幕
に
依
っ
て
之
等
が
悉
く
我
が
手
に
郞
し
た
と
は
言
へ
、
確
保
し 

得
ら
る
、
の
は
年
は
千
禹
顾
弱
の
原
油
で
あ
り
此
の
中
自
動
車
燃
料
た
り
得
る
の
は
約
四
分Q
ー
で
あ
る
か
ら
、
之
を
以
っ
て
し
て
は
年
に
五
十
萬 

臺
た
ら
ず
の
自
動
車
を
運
轉
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
譯
で
あ
る
。
更
に
一
之
等
よ
り
生
產
せ
ら
る
可
き
航
空
燃
料
の
塞
油
や
潤
滑
汕
を
考
慮
し
、
平
時
に 

於
て
す
ら
我
國
內
の
生
產
高
が
需•
要
の
十％

に
充
た
ず
と
言
は
る
ゝ
を
脂
へ
、
又
大
東
亜
共
榮
圏
內
に
於
け
る
各
國
の
需
耍
蛍
に
思
ひ
を
致
せ
ば
、
 

到
底
一
時
傳

へ
ら
れ
た
る
如
き
樂
觀
を
許
し
得
な
い
の
は
當
然
過
ぎ
る
程
當
然
の
か
で
あ
る
。
假
令
得
ら
れ
た
る
に
も
せ
よ
今
後
に
備
ふ
可
き
も
の 

が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
し
て
石
油
の
存
在
が
今
後
數
十
年
を
危
ぶ
ま
れ
て
居
る
今
日
に
於
て
を
や
。
斯
く
て
む
國
に
於
て
は
戰
爭
數
年
前
よ
り
之 

が
對
策
成
り
、

一
方
に
在
っ
て
は
滿
度
に
之
を
貯
蔵
す
る
と
共
に
他
方
に
於
て
は
代
用
乃
至
は
人
造
燃
料
の
硏
究
よ
り
更
に
之
を
生
產
す
る
事
に
意 

を
用
ひ
る
處
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

吾
々
林
野
關
係
に
於
て
政
府
と
協
力
致
す
所
誚
燃
料
國
策
も
單
に
木
炭
の
増
產
や
薪
材
の
増
伐
に
止
ま
る
ペ
き
も
の
で
は
無
く
、
此
の
重
要
な
ー
 

部
門
に
關
し
て
も
遍
大
な
る
關
心
を
有
す
べ
き
で
あ
り
、
爾
今
狄
い
範
圍
乍
ら
も
少
く
と
も
自
給
自
足
を
建
前
と
す
る
硏
究
が
無
意
義
な
ら
ざ
る
を 

痛
感
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

從
來
代
用
及
び
合
成
燃
料
を
製
造
す
る
主
た
る
目
的
は
、

一
に
天
然
石
油
の
缺
乏
に
對
處
す
る
が
爲
で
あ
り
、
之
等
に
對
し
て
は
旣
に
十
種
を
超 

ゆ
る
各
種
の
方
法
が
提
案
せ
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
之
等
の
中
に
は
單
に
考
案
に
止
ま
る
程
度
の
も
の
も
あ
り
、
又
製
品
が
得
ら
れ
た
に
し
て
も
量 

又
は
價
格
等
の
駐
で
問
題
に
な
ら
ぬ
も
の
も
あ
る
と
は
當
事
者
の
言
で
あ
る
が
、 

前
述
の
如
く
自
給
自
足
を
建
前
と
す
れ
ば
又
止
む
を
得
ざ
る
事
で 

あ
り
、 

可
ん
も
之
等
を
以
っ
て
全
國
の
需
要
を
充
し
得
る
な
ど
、
は
者
へ
て
居
な
い
も
の
で
あ
り
、
 

現
に
斯
く
し
て
徴
府
の
袖
助
の
下
に
製
品
の
市

販
さ
れ
て
居
る
も
の
も
決
し
て
妙
く
は
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
經
濟
的
に
得
ら
る
ゝ
に
然
く
は
無
い
が
現
在
の
狀
態
に
在
っ
て
は
此
の
種
の
硏
究
、
 

發
見
等
も
無
下
に
却
く
る
べ
き
で
は
無
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
お
る
。
如
何
な
る
硏
究
も
之
が
工
業
化
に
際
し
て
は
此
の
經
過
を
採
る
の
が
一
般
で 

あ
る
。

植
物
精
油
を
燃
料
化
す
る
と
云
ふ
硏
究
は
旣
に
行
は
れ
て
居
る
。
サ
フ
ロ
ー
ル
が
漁
船
に
用
ひ
ら
れ
る
と
言
は
れ
又
東
京
林
業
試
驗
場
に
於
て
は 

過
般
來
此
の
目
的
に
榆
油
を
採
取
し
て
居
る6
更
に
目
黑
の
林
業
試
驗
場
で
は
テ
レ
ビ
ン
油
に
之
も
林
產
製
品
な
る
ア
セ
ト
ン
を
混
入
せ
し
め
て
自 

動
車
を
走
行
し
つ'

あ
る
等
は
其
の
例
で
あ
る
。
北
海
道
地
方
に
多
い
ト
ド
マ
ツ
か
ら
の
針
葉
油
は
從
來
臉
出
の
目
的
を
以
っ
て
生
產
せ
ら
れ
つ
、 

あ
っ
た
が
、
之
の
完
全
に
途
絕
え
た
今
日
國
內
消
費
を
目
的
と
し
て
、
先
づ
之
を
燃
料
化
す
るW
に
着
手
し
た
次
第
で
あ
る
。
詳
細
な
る
報
吿
は
別 

に
出
す
事
で
あ
る
か
ら
以
下
之
が
試
驗
經
過
に
就
て
極
く
槪
略
を
述
ぶ
る
事
と
す
る
。

本
實
驗
は
當
帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場
長
林
學
博
士
原

til
泰
氏
の
終
始
御
懇
駕
な
る
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
っ
て
遂
行
す
る
事
を
得
、
北 

海
道
帝
國
大
學
敎
授
黑
岩
保
並
び
に
同
大
塚
博
兩
氏
に
は
有
益
な
る
御
助
言
、
御
援
助
を
仰
ぎ
又
實
地
走
行
試
驗
に
際
し
て
は
同
敎
室
の
諸
氏
及
び 

北
部
軍
司
令
部
の
堀
內
氏
を
煩
は
し
た
。
肥
し
て
著
者
の
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

« 

•"

試

料

本
實
驗
に
使
用
し
た
針
葉
油
は
昭
和
十
六
年
度
及
び
昭
和
十
七
年
度
二
囘
に
涉
り
帝
室
林
野
局
札
幌
支
局
上
芦
別
出
張
所
部
內
に
於
て
採
取
さ
れ 

當
場
に
送
附
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ト
ド
マ
ツ
の
枝
葉
を
蒸
氣
蒸
湘
に
附
す
る
常
法
に
依
っ
た
も
の
で
、
收

11::
は

ー％

之
が
生
産
費
は
迎
當
り
約 

三M
で
あ
る
。
送
附
を・受
け
た
原
油
は
塵
埃
、
鎌
站
等
で
著
し
く
混
濁
し
黃
楊
色
を
呈
し
て
居
っ
た
が
單
に
迥
過
す
る
事
に
依
り
淡
黃
色
透
明
の
も 

の
を
得
た
。
依
っ
て
直
に
之
を
以
下
の
諸
實
驗
に
供
し
た
の
で
あ
る
。

0

針
葉
原
油
の
性
狀

ト
ド
マ
ツ
針
葉
油
は
旣
に
述
べ
た
如
く
香
料
と
し
て
祢
出
せ
ら
れ
て
居
っ
た
か
ら
、
之
が
精
汕
化
學
的
の
硏
究
は
既
に
二
—
三
行
は
れ
て
居
る
。 

然
し
乍
ら
勿
臨
燃
料
科
學
的
の
報
告
は
絶
無
で
あ
る
が
故
に
著
者
は
此
の
目
的
に
硏
究
を
進
め
次
の
諸
性
質
を
知
り
徊
た
。
測
定
を
行
っ
た
の
は
昭

三



第 1 圖

各種液 體燃料 の蒸溜曲線

.•--'・為,------溜出最％

初
溜1
2
0
0C

、

十％

點1
6
2

〇
、
五
十％

點1
7
0

〇
、
九
十％

點2
1
6
.
5

〇
、
そ
し
て
乾
點
は2

3

〇。

C

附
近
で
總
溜
出
珀
は
原
容
積
の
約
九
十
七％

で
あ 

っ
た
。
本
試
驗
に
依
っ
て
も
從
っ
て
コ
ー
ル
ド
ス
タ
—
卜
は
通
常
の
機
關
に
使
用
す
れ
ば
不
可
能
に
近
く-

ス
タ
—
卜
の
軌
範
は
通
常
十％

點
が

五

圖

版

說

明

本
圖
の
無
溜
曲
線
は
何
れ
も
エ
ン
グ
ラ
ー
の.
^
s
 

溜
装
122

に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
が
そ
の
中
實
線
の
五 

木
は
獨
逸
の
カ
ム
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
兩
氏
の
記
跋
に
か 

、
る
も
の
で
彼
の
畑
に
於
け
る
標
準
で
あ
る
。(

A
)
 

は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
、(

B

)

は
石
油
發
動
機
燃
料
、
 

(
C
 )

は
自
動
車
燃
料
、(

D

)

は®
L

空
燃
料
、
又(

E
)
 

は
燃
料
ア
ル
コ
ー
ル
で
あ
る
。(

I

)

よ
り&
)

に
到 

る
六
本
は
著#

の
測
定
に
か
ゝ
る
も
の
で(

I
)

は
na 

和
十
六
年
度
蔭
の
針
葉
原
汕
で(

C

)

よ
り
も
寧
ろ
遙 

か
に(

B

)

に
近
き
性
狀
を
示
し
、(

丄
は
十
七
年
度 

の
輕
質
油
、(

皿)

は
之
に
二
十％

の
燃
料
ア
ル
コ
ー 

ル
を
混
入
せ
る
も
の
、(

17)

及
ぴ(

V
)

は
现
在
本
邦 

に
於
て
乘
用
車
又
は
荷
物
自
動
車
用
と
し
て
配
給
さ 

れ
つ
、
あ
る
代
表
的
の
も
の
、
又(

W
)

は
針
葉
幅
質 

油
を
主
基
油
と
し
て
製
し
た
當
場
の
帝
北
試
ー
號
ガ 

ソ
リ
ン
で
あ
る
。(

詳
細
は
米
文

第 1 表

副麼邱燃阡用基油及其のオクタン價

副標車燃料 オクタX價

K—4 49.8

M—5 76.2

F 94.0

F—3 99.0

• 

四 

碧
十
六
年
十
月
以
降
で
あ
り
、 

試
料
は
同
年
度
產
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
一
夏
を
經
過
し
て
居
る
。

本
就
料
は
燃
料
と
し
て
機
關
に
害
作
用
を
及
ぼ
す
可
き
硫
黄
、 

窒
素
及
び
無
機
成
分
等
を
檢
出
す
る
事
が
出 

來
す
“
第1
表
の
基
油
か
ら
各
種
の
副
標
準
燃
粉
を
作
り
、C

F
R

モ
ー
タ
—
試
驗
法
に
從
っ
て
オ
ク
タ
ン 

價
を
測
定
し
た
處
が
約
六
十
で
自
動
車
燃
料
と
し
て
之
等
の
點
に
支
障
の
無
い
爭
を
知
り
、
 

次
で
發
熱
量
を
ボ 

ン
ブ
カ
ロ
リ
メ
ー
タ
—
に
依
っ
て
測
定
し
た
處1 0420Qkg
で
優
に
ベ
ン
ヂ
ン
、
右
油
、
輕
油
等
に
匹
敵
す
る 

の
を
認
め
た
が
、20
〇
に
於
け
る
比

1E
が
〇.8

8
6
0

で
現
在
市
販
さ
れ
て
居
る
自
動
車
用
燃
料
の0

.
7
2
8
9

〜
〇•7

6  

5
9

等
に
比
し
て
遙
に
重
く
—
1

燃
料
ベ
ン
ゾ
ー
ル
は
〇.87

6
4

で
割
合
に
近
か
っ
た!
—

水
を

一
と
し
た1

5

〇
に 

於
け
る
比
粘
度
も2

.
0
6
4

で
之
亦
自
動
車
燃
料
の
〇•76

6

〜
〇•8

9
8

に
比
し
て
頗
る
大
で
あ
る
—
I

ベ
ン
ゾ
ー
ル 

は
〇
・71

3

で
此
の
點
に
關
し
て
は
非
常
な
差
で
あ
っ
た
。
航
空
燃
料
の
或
製
品
の
如
き
は
比
重
が
〇.69

2
5

又 

比
粘
度
が
〇.5

3
5

で
あ
る
か
ら
此
の
性
狀
の
差
は
極
め
て
大
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
に
此
の
粘
性
が 

幾
分
禍
し
て
常
法
に
依
る
ユ
ン
カ
ー
ス
カ
ロ
リ
メ
ー
タ
—
に
於
て
噴
霧
口
が
適
合
せ
ず
、
止
む
を
得
ザ
上
記
の 

カ
ロ
リ
メ
ー
タ
—
に
依
つ
た
譯
で
あ
っ
た
。
又C

F
R

機
關
の
運
轉
中
は
幾
分
不
調
乍
ら
も
爆
發
を
し
て
居
っ 

た
の
で
オ
ク
タ
ン
價
は
測
定
し
得
た
が
該
測
定
の
規
準
に
指
定
さ
れ
て
居
る
吸
入
多
岐
管
部
の
ス
ヰ
.,7

チ
を
切 

り
規
格
の3

〇〇。F
か
ら
漸
次
冷
却
せ
し
め
て
通
常
の
自
動
車
機
關
の
狀
態
に
復
す
る
と
果
し
て
爆
號
は
停
止
す 

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
依
っ
て
マ
イ
ク
ロ
メ 
—
夕
—
の
號
み
を
變
じ
て
シ
リ
ン
ダ
—
の
蛾
縮
比
を
變
じ
遂
に7

.0

近
く
に
至
っ
た
が
同
様
で
あ
っ 

た
。
燃
料
の
生
命
と
も
云
ふ
可
き
コ
ー
ル
ド
ス
タ
ー
ト
即
ち
冷
時
始
動
は
不
可
能
の
如
く
に
推
測
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。C
F
R

機
關
を
使
用
し
た 

の
は
オ
ク
タ
ン
價
も
さ
る
事
な
が
ら
斯
か
る
燃
料
と
し
て
の
諸
性
質
の
吟
味
檢
討
に
主
目
的
を

ia
く
が
爲
で
あ
る
。
尙
シ
リ
ン
ダ
ー
內
に
於
け
る
爆 

發
燃
燒
狀
況
は
附
屬
品
な
き
爲
檢
す
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
 

本
試
驗
に
依
り
對
照
の
副
標
準
燃
料
に
比
し
針
葉
油
の
消
費
量
が
極
め
て
大
で
あ
る
事 

も
分
明
し
た
。
又
試
驗
後
機
關
の
內
部
に
タ
ー
ル
樣
物
質
が
相
當
沈
蒞
し
て
居
る
の
を
認
め
た
。

一
方
エ
ン
グ
ラ
—
の
油
類
分
溜
裝
置
を
用
ひ
針
葉
油
の
蒸
溜
性
狀
を
檢
し
た
。
徊
ら
れ
た
曲
線(
I
)

は
第1
圖
に
明
か
な
る
如
く
現
今
標
準
視 

さ
れ
て
居
る
石
油
發
動
機
用
燃
料(
B
)

と
自
動
車
燃
料(C)
と
の
中
間
に
位
置
し
て
居
り
、
嚥
ろ
前
者
に
よ
り
近
き
を
知
る
の
で
あ
る
。
即
ち
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100
〇
以
下
又
は
附
近
と
さ
れ
て
居
る
如
く
で
あ
る
——

燃
燒
し
た
場
合
の
加
速
性
は
先
づ
兎
も
角
と
し
て
——

之
に
は
五
十％

點
附
近
の
曲
線
の 

形
狀
が
よ
く
論
議
せ
ら
れ
滑
か
な
る
程
良
好
の
様
で
あ
る
—
!

潤
滑
油
に
も
惡
影
股
を)

sf
す
べ
き
が
を
知
り
得
た
の.
で
あ
る—

_

九
十％

點
や
乾
點 

が
高
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
本
洪
料
は
通
常
の
自
動
車
機
關
に
對
し
て
は
之
等
の
諸
點
に
於
て
も
不
適
當
で
あ
る
と
認
め
實
地
の
走
行
試
驗
は 

行
は
な
か
っ
た
。

前
試
料
は
一
夏
を
經
過
し
て
居
っ
た
爲
に
或
は
多
少
な
り
と
も
の
變
質
等
が
考
へ
ら
れ
た
の
で
、
 

更
に
昭
和
十
七
年
度
の
針
葉
油
の
送
附
を
受
け 

同
樣
之
を
追
試
し
た
の
に20
〇
に
於
け
る
比
重
は
〇.8

7
8
1

で
幾
分
低
下
し
ベ
ン
ゾ
ー
ル
の
夫
れ
と
略
等
し
く
な
っ
た
の
を
知
っ
た
が1

5c

に
於
け
る 

比
粘
度
はL

8
0
7

で
前
年
度
の
も
の
よ
り
も
一
割
低
下
し
た
と
は
言
へ
尙
通
常
の
ガ
ソ
リ
ン
の
二
倍
以
上
の
も
の
で
あ
る
事
が
判
っ
た
。
本
試
料
の
蒸 

溜
曲
線
を
見
る
と
十％

點1
5
9
.
5

お
、
五
十％

點1
6
6
8 q

九
十％

船2£5
〇
、
又
兢
點
は2

2
4 q

總
溜
出
並
は
略
同
樣
と
な
っ
て
各
温
度
が
全
般 

に
涉
っ
て
低
下
し
て
居
る
の
は
原
料
の
新
鮮
な
爲
で
あ
る
とm
さ
れ
た
が
唯
初
溜
點
の
み
は1

4
6

〇
と
上
昇
し
て
居
っ
た
。
之
が
原
因
に
關
し
て
は 

未
だ
詳
で
な
い
。
要
す
る
に
新
鮮
な
も
の
、
方
が
時
期
を
經
過
し
た
も
の
よ
り
も
幾
分
其
の
蒸
溜
曲
綿
の
位
置
を
下
げ
て
居
る
事
が
判
明
し
た
が
、
 

低
沸
既
溜
分
の
欠
除
等
か
ら
到
底
此
の
儘
使
用
し
得
な
い
の
は
明
白
の
理
で
あ
り
、
從
っ
て
此
の
も
の
に
就
て
も
走
行
試
驗
は
實
施
し
な
か
っ
た
の 

で
あ
る
。

m

輕
質
油
の
性
狀

從
來
自
動
車
用
の
燃
料
に
供
せ
ら
れ
た
も
の
は
採
堀
し
た
原
油
の
直
溜
々
分
中
溫
度70
お
附
近
よ
り1

4
0

お
迄
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し 

現
在
で
は
機
關
の
方
の
改
良
等
も
行
は
れ
た
結
果
約1

7
0

お
位
迄
を
採
用
し
て
居
る
。
從
っ
て
第1
圖
に
示
し
た
標
準
曲
線(C)
の
兢
熱
が
當
然
之 

よ
り
も
上
昇
し
曲
線
は
よ
り
急
と
な
っ
て
居
る
。
上
記
の
蒸
溜
仙
線
を
檢
す
る
事
に
依
っ
て
十
六
年
度
產
の
も
の
で
は
原
針
葉
汕
の
六
十％

が
又
十 

七
年
度
產
の
も
の
で
は
七
十％

が1
7
7C

迄
に
て
溜
出
し
て
來
る
が
が
朋
か
と
な
っ
て
居
る
の
で
次
に
原
油
の
分
溜
を
行
ひ17

7C

迄
の
溜
分
を
集
め 

て
之
を
輕
質
油
と
な
し
た
。1 3

C

迄
の
溜
分
で
は
前
者
は
原
油
の
二
十％

を
很
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、後
者
に
於
て
も
五
十̂

で
あ
ら
う
事
が
其
の
理 

lb
の
一
つ
で
あ
る
、
他
の
理
由
に
關
し
て
は
別
に
述
ぶ
る
處
あ
る
が
要
す
る
に
斯
か
る
性
質
が
得
ら
れ
る
中
に
依
り
油
が
種
々
の
異
っ
た
組
成
分
か 

ら
出
來
て
居
る
が
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
の
諸
實
驗
に
供
し
た
幅
質
油
は
凡
て
十
七
年
度
の
も
の
か
ら
徊
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
少
し
く
大

規
模
に
祝
質
油
の
採
取
を
行
っ
た
応
が
此
の
收
墊
は
十
六
年
度
の
も
の
で
は
五
十
八
以
强
又
十
七
年
度
の
も
の
で
は
六
十
六％

附
近
で
エ
ン
グ
ラ
ー 

裝
置
に
依
っ
た
も
の
よ
り
も
幾
分
黑
っ
た
。

斯
く
し
て
徂
ら
れ
た
軽
質
油
は
勿
論
酣
述
の
有
害
無
機
成
分
を
含
有
せ
ず
、
化
學
的
に
は
ピ
ネ
ン
、

ピ
ネ
ン
、
カ
ム
フ
ェ
ン
、
リ
’モ
ネ
ン
及
び 

ヂ
・
へ
ン
テ
ン
等
を
主
成
分
と
し
て
居
る
か
らq 
一
般
式
をg

o
h
i
g

と
し
て
推
定
發
熱
址
を1

0
5
6
0
C
a
一

と
算
出
す
る-
'JI-
が
出
來
る
。
原
油
に
あ
っ
て
は 

酸
素
を
含
ん
で
居
る
か
ら
當
然
此
の
値
は
低
下
す
る
の
で
あ
る
。
輕
質
油
の
比
重
は
更
に
〇.8

60
1

と
低
下
し
て
居
る
が.
、.
比
拈
度
は
相
當
局
く
未
だ 

に
一
・53

8

を
示
し
て
居
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
混
入
用
の
變
性
ア
ル
コ
ー
ル
に
稍
近
接
し
て
居
る
。
此
の
粘
性
の
爲•
か
矢
張
り
噴
銘
口
に
於
け
る
氣
化
が
充 

分
で
な
い
ら
し
く
ユ
ン
カ
ー
ス
カ
ロ
リ
メ
ー
タ
—
に
依
る
發
熱
址
は8

66

〇
〜91

5
0  C
a
一

平
均8

8
0
1C

a

 
ー
で
意
の
如
く
な
ら
ず
又
排
氣
も
笏
少
生
瓦
斯 

の
臭
氣
を
有
し
て
不
完
全
燃
燒
を
思
は
し
め
た
が
、
ボ
ン
ブ
カ
ロ
リ
メ
ー
タ
—
を
前
同
樣
に
使
用
し
て1

0
8
1
0C

a

 
ー
を
得
た
。
ま
さ
に
無
水
、
無
灰
分 

に
換
算
さ
れ
た
石
油
、
重
油
及
び
ガ
ソ
リ
ン
等
と
匹
敵
し
て
居
る
。
今
ノ
ッ
ク
メ
ー
タ
—
の
讀
を
考
慮
し
て
壓
縮
比
を
?,4

と
し
、
最
大
の
ノ
ッ
キ
ン 

グ
を
生
ぜ
し
む
る
や
う
混
合
氣
の
濃
度
を1
.
1

と
し
て
オ
ク
タ
ン
價
を
測
定
し
た
の
に
六
十
九
を
得
、
原
油
よ
り
丁
度
十
の
上
昇
で
・
っ
て
後
述
す
る 

乾
點
と
オ
ク
タ
ン
價
に
關
す
る
マ
ッ
ク
ー
ル
氏
の
結
果
と
完
全
に
一
致
し
て
居
る
。
本
試
驗
に
於
て
も
吸
入
多
岐
管
の
ス
ヰ
ッ
チ
を
切
り
混
合
氣
體 

の
溫
度
を
常
溫
に
低
下
せ
し
め
る
と
幾
分
堤
繫
の
不
調
が
認
知
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
タ
—
ル
樣
成
分
の
沈
着
は
極
く
僅
少
と
な
し
得
た
の
で
あ
る
。 

此
の
輕
質
油
の
蒸
溜
性
狀
を
見
る
と
第1
圖
に
於
け
る
曲
線(
n
)

で
あ
っ
て
初
溜
點
は
原
油
と
變
り
が
な
い
け
れ
ど
も
以
ー
卜
卄％

點
、
五
十％
 

點
九
十％

點
及
び
乾
點
は
夫
れ
夫
れ1

4
6

お
、1

6
0

お
、1

7
6 Q

及
び200
お
と
な
り
、
少
く
と
も
九
十％

邸
及
ぴ
乾
點
は
現
今
市
販
の
胄
動
車
ガ
ソ 

リ
ン
の
或
る
も
の
よ
り
も
低
く
な
っ
た
李
が
判
明
し
た
。
代
表
的
の
市
販
品
の
蒸
溜
曲
線
は
第1
圖
の(W)
及
び(
V
一
に
示
さ
れ
て
居
る
。
要 

す
る
に
之
迄
の
製
品
で
は
何
と
し
て
も
低
沸
點
の
淄
分
に
欠
け
て
居
る
か
ら
——

通
常
之
を
ト
ツ
ブ
と
呼
ん
で
居
る
——

前
述
の
如
き
停
種
の
恒
數 

を
示
す
も
の
と
云
ふ
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
即
ち
粘
度
高
く
比
重
が
大
で
氣
化
幾
分
し
憎
く
ユ
ン
カ
ー
ス
カ
ロ
リ
メ
ー
タ
—
に
依
る
發
熱
策
の
測 

定
に
支
障
を
齎
し
た
所
以
で
あ
る
。

尙
蒸
帝
性
狀
に
於
て
認
め
ら
れ
た
諸
點
を
述
べ
る
と
輕
質
油
が
漸
次
加
熱
せ
ら
れ
て
初
め
て
起
泡
を
生
ず
る
場
合
の
寒
暖
計
の
示
度
は3

9

お
で 

あ
り4

8  C

よ
り5

2

お
に
到
る
間
に
は
旺
に
沸
騰
を
繼
緻
し
て
居
る
が
氷
冷
し
っ
ゝ
あ
る
冷
却
管
备
っ
て
放
出
さ
れ
る
の
は
少-
fir
の
氣
體
ぐ
あ
っ
て 

凝
縮
せ
ず
一
從
っ
て
此
の
附
近
を
以
て
沸
即
と
す
る
の
は
不
可
で
あ
る——

1
6
6

お
位
よ
り
寒
竣
計
が
急
激
に
上
昇
し14

6

〇
に
到
っ
て
初
め
て
受

七
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器
に
滴
下
を
初
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
即
ち
乏
に
依
っ
て
低
沸
點
部
が
全
く
欠
け
る
居
る
の
で
は
な
く
、
極
め
て
少
量
は
存
在
し
て
居
る
事
が
判 

る
。
又
本
べ
騎
に
依
り
曲
線
が
示
す
如
く
假
令
分
溜
に
依
っ
て
或
一
定
温
度(

一
7
7

〇)

迄
を
採
取
し
た
と
は
言
へ
、
尙
約
十％

に
近
い
高
沸
點
部
を 

も
混
入
す
る
も
の
で
あ
る

3Jf
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

斯
く
て
此
の
程
度
の
も
の
で
は
實
地
運
轉
走
行
に
は
尙
不
適
當
で
あ
る
事
が
推
定
さ
れ
た
が
、
以
後
の
改
善
は
使
用
中
の
所
見
を
考
慮
し
て
行
ふ 

事
が
特
策
で
あ
る
と
考
へ
、
先
づ
本
輕
質
汕
に
依
っ
て
次
の
如
き
試
驗
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

V

輕
質
油
に
依
る
走
行
試
驗

本
走
行
試
驗
は
昭
和
十
七
年
早
春
行
っ
た
も
の
で
、
條
件
と
し
て
は
寧
ろ
惡
い
方
で
は
あ
っ
た
が
、
之
に
依
っ
て
輕
質
油
及
び
之
に
燃
料
ア
ル
コ 

—
ル
を
添
加
し
た
も
の
、
性
資
を
大
體
知
る
事
が
出
來
た
。
使
用
し
た
自
動
車
は
ハ
ッ
プ
モ
ビ
ル
で
あ
る
。 

軽
質
油
を
以
て
し
て
は
自
動
車
の
生
命
と
も
言
ふ
可
き
コ
ー
ル
ド
ス
タ
—
卜
は
困
難
で
あ
っ
た
。
之
は
旣
に
推
定
し
得
ら
れ
た
處
で
あ
る
。
依
つ
・
 

て
先
づ
通
常
の
ガ
ソ
リ
ン
を
用
ひ
て
始
動
せ
し
め
約
二
百
米
を
走
行
し
次
で
輕
質
油
に
切
換
へ
て
見
た
。
機
關
が
幾
分
熟
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
切
換 

後
も
走
行
す
る
事
が
出
來
た
が
加
迎
性
良
好
な
ら
ず
、B
々
チ
ョ
ー
ク
を
必
要
と
し
た
。
四
ッ
角
を
曲
る
際
に
は
セ
コ
ン
ド
に
し
た
上
更
に
チ
ョ
ー 

ク
す
る
を
を
要
し
、
結
局
ー
籽
を
走
行
す
る
為
に
輕
質
油
の
約
ー
立
を
消
費
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
多®

の
燃
料
を
生
瓦
斯
の
儘
吸
入
せ 

し
め
る
必
耍
が
時
々
生
じ
、
單
に
自
動
車
を
運
行
せ
し
め
得
る
と
云
ふ
結
果
で
あ
っ
て
、
走
行
中
は
終
始
機
關
の
調
子
に
關
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な 

い
不
安
な
佰
様
で
あ
る
事
が
更
に
判
明
し
た
の
で
、 

之
に
依
る
走
行
試
驗
は
此
の
程
度
で
打
切
っ
た
の
で
あ
る
。
吸
入
多
岐
管
を
加
溫
す
る
裝
置
で 

も
あ
れ
ば
或
程
度
良
好
と
な
る
可
き
は
當
然
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
所
謂
ト
ッ
プ
を
補
給
す
る
方
が
筒
單
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
之
が
改
善
の
第
一
段
階 

と
し
て
輕n
汕
に
撚
料
ア
ル
コ
ー
ル
の
二
十％

を
混
入
し
同
様
の
試
驗
を
繰
返
し
た
。 

« 
- 

輕
質
油
に
二
十％

容
孜
の
割
合
に
燃
料
ア
ル
コ
ー
ル
を
混
入
し
た
も
の
は
其
の20Q
に
於
け
る
比
重
は
〇.8
4
8
7
、
1
5 d

に
於
け
る
比
粘
度
は1

.
4
5
3  

で
何
れ
も
輕n
油
の
夫
れ
よ
り
は
低
く
な
っ
て
居
り
、
共
の
蒸
溜
性
狀
は
第1
圖
に
於
け
る
曲
線(

皿)

に
示
さ
れ
て
居
る
特
異
な
も
の
で
あ
る
。 

即
ち
初
溜
點7

G
.5 -C

、
十％

點7
7
.
8

お
と
な
っ
て
居
て
ア
ル
コ
ー
ル
の
之
等
の
溫
度
よ
り
も
低
い
が
混
合
觉
に
達
す
る
二
十％

點
を
過
ぐ
れ
ば
俄
か 

に
沸
點
は
上
界
し
以
後一

〜
2

お
の
間
隔
を
保
持
・し
て
輕
質
油
と
平
行
的
に
上
昇
し
て
居
る
。

然
し
乍
ら
ア
ル
コ
ー
ル
の
添
加
は
發
熱
並
を
低
下
せ
し
め
又
之
の
氣
化
は
吸
熱
的
で
あ
る
が
爲
め
か
、
此
の
混
合
燃
料
に
依
る
コI
ル
ド
ス
タ
— 

卜
も
思
は
し
か
ら
ず
、
 

渐
く
始
動
し
た
が
蓄
・
定
池
の
消
耗
の
懼
れ
が
多
分
に
あ
っ
た
。
此
の
燃
料
を
以
っ
て
前
と
同
一
個
處
を
走
行
し
た
處
矢
張
り 

曲
り
角
と
減
速
の
際
チ
ョ
—
ク
を
必
要
と
し
た
が
速
力
は
相
當
大
と
な
っ
て
通
常
の
ガ
ソ
リ
ン
と
大
蓬
な
く
感
ぜ
ら
れ
、

ー
立
を
消
代
し
た
走
行
巨 

離
は
約
三
籽
に
達
し
た
。
即
ち
五
ガ
ロ
ン
を
使
用
す
れ
ば
前
紀
の
軽
質
油
で
は
約
十
八
料
を
走
行
し
得
る
に
對
し
本
混
合
燃
料
で
は
三
倍
に
相
當
す 

る
五
十
一
料
の
走
行
が
可
能
と
な
っ
た.
譯
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
之
と
て
も
矢
張
り
自
動
車
を
動
か
し
得
る
と
云
ふ
程
逐
を
出
で
す
、
 

此
の
走
行
距
離 

や
供
然
ス
タ
—
卜
の
困
難
で
あ
る
事
等
を
考
慮
す
れ
ば
實
用
化
の
價
値
未
だ
し
の
感
を
深
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

共
處
で
針
葉
輕
質
油
を
主
價
と
す
る
ガ
ソ
リ
ン
混
合
撚
料
を
訓
製
し
て
第
』二
次
の
走
行
試
驗
を
實
施I
て
見
る
事
と
し
た
。
勿
論
添
加
す
る
ガ
ソ 

リ
ン
〇
•■!■
が
多
く
な
れ
ば
な
る
程
、
 

性
能
の
向
上
す
る
事
が
考
へ
ら
れ
た
が
先
づ
コ
ー
ル
ド
ス
タ
—
卜
を
為
し
得
る
程
度
を
目
標
と
し
た
か
ら
之
を 

十％

に

Ih
め
た
の
で
あ
る
。
之
に
依
っ
て
始
動
は
極
め
て
容
易
と
な
り
、
運
轉
走
行
す
る
に
曲
り
角
と
雖
も
チ
ョ
ー
ク
を
不
必
要
と
し
、
燃
料
ー
立 

に
依
る
走
行
距
離
七
』
•

五
籽
と
云
ふ
數
字
を
得
た
。

一
歸
の
容
刮
に
す
れ
ば
百
三
十
五
籽
と
な
る
。
カ
も
あ
り
加
速
性
も
充
分
で
あ
っ
た
が
、
低
速 

囘
轉
は
不
良
で
あ
り
、
又
幾
分
不
完
全
姓
焼
を
行
っ
て
居
る
狀
況
尊
が
感
知
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

依
つ
て
更
に
之
等
の
點
を
考
慮
し
、
特
に
初
溜
點
の
低
下
に
意
を
用
ひ
成
る
可
く
規
格
に
適
合
し
た
も
の
を
作
製
せ
ん
と
し
、
玆
に
帝
北
試
一
號 

ガ
ソ
リ
ン
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

W

帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
の
性
狀 

・
 

玆
に
得
ら
れ
た
帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
を
用
ひ
て
本
格
的
の
走
行
試
驗
を
實
施
し
た
が
、
共
の
前
に
此
の
も
の
ゝ
性
質
を
檢
し
た
。
即
ち
比
重
は 

〇.82
7
6

で
從
來
の
も
の
よ
り
も
大
部
低
下
し
た
が
、
尙
著
者
の
測
定
し
た
通
常
市
販
品
の
〇•75

1

〇
〜
〇•7

6
5
3

に
較
べ
る
と
遙
か
に
高
く
、
比
粘
度
も 

1.1
2
9

で
原
油
の
約
半
ば
に
達
し
た
が
、
之
と
て
も
市
販
の
も
の'

〇・76
6

〜
〇•8

9
9

に
比
す
れ
ば
尙
相
當
の
間
隔
が
あ
っ
た
。
其
の
蒸
溜
性
狀
を
同
樣 

エ
ン
グ
ラ
ー
の
裝
置
に
依
っ
て
測
定
す
る
に
初
溜
點
は5

4
.
5 Q

で
ガ
ソ
リ
ン
十％

遞
混
入
し
た
前
記
燃
料
の5

5

〇
に
比
し
て
は
微
か
に
低
下
し
て
居 

る
に
過
が
な
い
け
れ
ど
も
十％

點
ば9

『c

で
獨
乙
の
自
動
車
燃
料1
—

第1
圖
、
曲
線(C)
參
照
— 

—
と
略
一
致
し
て
居
り
、
ガ
ソ
リ
ン
十％

混
入 

軽
貿
油
燃
料
の
十％

點E
5

C5
に
比
す
れ
ば
非
常
な
改
善
と
云
ふ
事
が
出
來
る
——

第1
圖
、
蒸
溜
曲
線(m)
參
照
。
然
し
乍
ら
同
・
圖
に
示
さ
れ
た

九



ー
〇 

(W)
及
び(
V
)

の
兩
曲
線
即
ち
市
販
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
は
尙
相
當
高
い
値
で
あ
る
。
又
同
圖
セ
檢
す
れ
ば
明
か
な
る
如
く
二
十
五％

點
位
か
ら
以 

後
は7
ル
コ
ー
ル
混
入
燃
料
と
略
平
行
一
致
し
て
居
り
、 

—
!

ガ
ソ
リ
ン
十％

混
入©

も
の
と
同
様
で
あ
っ
た
——

市
販
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
は
相
當
髙 

位
を
持
續
し
て
居
る
が
九
十％

點
及
び
乾
點
は
夫
れ
夫
れ1

7
5 ,c

及
び2

0
『c

と
な
っ
て
曲
線(W)
に
近
い
と
は
言
へ
明
白
に(

皿)

と(V)
と 

の
中
間
に
位
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
全
般
的
に
見
た
之
等
の
性
狀
か
ら
帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
は
市
版
ガ
ソ
リ
ン
に
及
ば
な
い
乍
ら
も
先
づ
使
用
し 

徊
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
、
次
の
實
地
試
驗
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。 

、

VQ
带
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
に
依
苟
走
行
試
驗

先
づ
豫
備
試
驗
と
し
て
前
記
ハ
ツ
ブ
モ
ビ
ル
を
使
用
し
、
帝
北
試
ー
况
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
と
し
て
同

一
地
區
を
走
行
し
た
處
、
別
に
比
較
對
照
し 

た
譯
で
は
無
か
っ
た
が
通
常
の
ガ
ソ
リ
ン
と
異
る
處
無
く
、
春
期
施
行
し
た
場
合
必
要
と
し
た
チ
ョ
ー
ク
の
如
き
は
如
何
な
る
場
合
も
不
必
要
で
あ 

り
、
加
連
性
も
充
分
で
運
轉
上
何
等
の
不
安
を
感
ず
る
處
が
無
か
っ
た
。
コ
ー
ル
ド
ス
タ
—
卜
も
自
由
で
あ
り
、
力
も
あ
っ
て
、
木
炭
肖
動
車
等
の 

比
で
は
無
く
之
が
走
行
距
離
は
ー
立
で
七
・
七
五
料
に
も
達
し
た
。
即
ち
五
ガ
ロ
ン
で
は
約
百
四
十
籽
と
云
ふ
事
に
な
る
。 

然
し
乍
ら
單
に
之
の
み
の
所
見
で
は
市
販
ガ
ソ
リ
ン
と
何
の
程
度
の
差
異
が
あ
る
か
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
又
本
一
號
ガ
ソ
リ
ン
の
燃
料
と
し
て 

の
性
能
を
祀
載
す
る
に
も
不
充
分
な
所
が
あ
る
の
で
、
下
記
の
諸
項
に
就
て
市
販
ガ
ソ
リ
ン
と
比
較
旁
々
そ
の
性
能
を
潮
査
す
る<

と
し
た
。
即
ち 

L

始

動

試

驗

2

加

速

試

驗

3. 
燃
料
消
費
址
試
驗

4. 
市
街
地
に
於
け
る
運
行
試
驗 

・

5. 
機
關
に
及
ぼ
す
影
響
調
・

尙
燃
料
消
費
航
調
花
試
驗
に
附
隨
し
て
疾
走
中
に
放
出
さ
れ
た
排
疝
を
採
取
し
、
之
を
分
析
し
て
兩
種
ガ
ソ
リ
ン
の
機
關
內
に
於
け
る
爆
發
燃
燒
狀 

況
を
窺
は
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
爾
後
便
宜
上
著
者
の
製
し
た
帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
を(a)
と
し
對
照
に
使
用
し
た
市
販
ガ
ソ
リ
ン
を(b) 

と
し
て
記
號
を
以
っ
て
之
等
を
表
す?

1;
と
す
る
。

上
述
の
各
種h

驗
目
的
に
供
し
た
自
動
車
は
北
部

5K
司
令
部
の
妤
意
に
依
っ
て
特
に
使
用
を
許
可
せ
ら
れ
た2600
年
式
、O

O
P

型
の
ー
ー
ツ
サ
ン 

乘
用
車
で
數
日
前
に
車
懼
檢
あ
を
了
し
何
等
の
異
狀
を
認
め
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
走
行
試
驗
中
の
乘
員
は
五
名
で
平
均
ー
人
の
傅
重
を60 k

g

と
見 

做
せ
ば
全

Jn:
抵
は
大
閲1 700k

g

と
な
り
、
其
の
他
試
驗
群
具
、
燃
料
等
を

f.*t
載
し
て
居
る
。

試
驗
の
目
的
の
為
に
種
々
の
模
様
換
へ
を
行
っ
たQ
即
ち
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
の
給
油
管
を
閉
塞
し
、
坐
席
內
に
二
個
の
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
よ
り
成 

る
裝
遣(

圖
而
省
略)

を
据
付
け
、
坐
席
か
ら(a)
及
び(
b
)

を
自
在
に
氣
化
裝

ia
へ
供
給
し
得
る
如
く
に
し
た
。
各
シ
リ
ン
ダ
ー
の
內
容
は 

1300C
C

で
あ
る
。
別
に
直
徑
約1

c
m

の
銅
管
の
一
端
を40c
m

程
車
關
後
方
下
部
の
排
氣
管
の
末
端
よ
り
挿
入
し
、
他
の
一
端
は
窓
を
通
し
て
內
部 

に
爵
き
、
瓦
斯
採
集
裝
健
と
連
結
せ
し
め
た
。
本
採
取
裝

ta
は
內
容2508
の
瓦
斯
採
集
管
八
個
を
備
へ
た
も
の
で
あ
り
、
水
銀
置
換
に
依
っ
て
隨 

時
採
集
し
得
る
如
く
に
し
た
の
で
あ
る
。
試
驗
結
果
の
槪
略
を
述
ぶ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

1.
始

動

試

驗

始
動
試
驗
は
囘
を
重
ね
る
に
從
っ
て
機
關
の
調
子
が
變
り
從
っ
て
同
一
の
條
件
下
に
は
比
較
し
難
い
の
で
あ
る
が
大
凡
の
比
較
は
な
す
事
が
出
來 

た
。
即
ち
先
づ
ボ
ン
ネ
ツ
ト
を
外
し
、
扇
風
機
の
翼
の
一
枚
に
白
墨
を
以
っ
て
記
し
を
つ
け
、
 

始
動
裝
置
を
踏
ん
で
か
ら
爆
發
時
に
到
る
迄
の
囘
轉 

數
を
目
測
し
、
他
方
車
將
の
下
部
に
あ
る
直
流
發
電
機
に
囘
轉
計
及
び
秒
時
計
を
具
備
し
た
測
定
器
を
あ
て
、
同
様
始
動
時
迄
の
時
間
と
囘
啣
數
を 

測
定
す
る
二
方
法
を
併
用
し
た
が
、
何
れ
の
燃
料
に
依
っ
て
も一

〜
2

秒
間
に
ス
タ
—
卜
し
囘
轉
數
も(a)
に
於
て
は一

〜
4

•

又(b)
に
於
て
は一

〜
7  

で
あ
っ
た
。
幾
分(a)
の
方
が
速
か
で
あ
る
結
果
と
な
っ
て
居
る
。

2

加

速

試

驗

郁
々
の
試
驗
法
が
あ
る
け
れ
ど
も
本
試
驗
に
は
次
の
如
き
方
法
を
採
用
し
た
。
即
ち
平
坦
な
直
線
道
路
の
約
四
籽
を
選
定
し
、
ト
ッ
プ
ギ
ア
に
て 

15
§

w
h
r

の
速
度
で
五
秒
間
走
行
し
た
後
、
ア
ク
セ
レ
レ
ー
タ
—
を
一
杯
に
踏
み
ス»

ツ
ト
ル
ヴ
ァ
ル
プ
を
全
開
せ
し
め
て
速
力
を
増
ス
—
、
每
五 

秒
每
に
於
け
る
時
速
を
賊
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
之
と
て
も
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
方
、
メ
ー
タ
—
の
遲
れ
、
讀
み
の
誤
差
等
が
認
め
ら
れ
て
完
全
な
も 

の
で
は
無
い
が
數
囘
の
反
覆
に
依
っ
て
大
髄
は
推
測
さ
れ
徊
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
た
。
燃
料
の
切
换
に
際
し
て
は®

管
內
の
置
換
が
約1

Z
C
C

モ
完 

了
す
る
の
で
實
施
に
際
し
常
に1

5
0
C
C

を
消
費
し
た
後
試
驗
を
行
っ
た
。
其
の
結
果
は
第2
表
の
如
く
で
あ
る
。

二



第2表 
加速試驗結果(km/hr)

(a) (b)

初速 15.0 15.0

5秒後 25.7 25.0

10莅按 40.3 38.5

15秒後 54.4 51.8

20秒後 63.0 62.3

沛秒技・ 72.5 71.5

本
數
値
は3

に
於
て
は
往
復
三
囘
計
六
囘
’
又(
b
)

に
あ
り
て
は
往
復
二
囘
計
四
囘
の 

平
均
で
あ
り
、
時
間
に
對
す
る
時
速
曲
線
は
明
に(
a
)

に
於
て
上
位
に
あ
り
、
正
切
も
大
な
る 

事
が
認
め
ら
れ
た
。
然
し
顯
著
な
差
と
は
言
は
れ
な
い
。
尙
走
行
後
に
於
け
る
潤
滑
油
及
び
冷
即 

水
の
溫
度
は
夫
れ
夫
れ(
a
)

に
於
て
は4

9
.
5 6

、6
6
7C

、
又(
b
)

に
於
て
は5

7
.
7

お
及
び 

6
8T

C

で
あ
っ
た
。
又
二
十
五
秒
後
に
於
け
る
時
速
七
十
四
料
が(a)
に
依
っ
て
三
囘
記
錄
せ 

ら
れ
た
事
は
注
目
に
値
し
た
の
で
あ
る
。

3.
燃
料
消
費
量
一
試
驗
及
び
排
氣
分
析
試
驗

イ
、
燃
料
消
費
址
試
驗

燃
料
の
消
費
率
即
ち
單
位
距
離
を
走
行
す
る
に
要
す
る
燃
料
の
容
積
又
は
重
鱼
と
走
行
率
即
ち 

革
伉
容
又
は
重
飛
を
以
っ
て
走
行
し
得
る
距
離
と
は
其
の
他
の
條
件
が
同
一
で
あ
る
場
合
は
時 

速
に
依
っ
て
大
い
に
影
額
せ
ら
れ
、
更
に
時
連
が
同
一
の
場
合
に
於
て
も
燃
料
に
依
っ
て
變
化
し 

て
來
る
や
も
測
り
難
い
。
本
試
驗
に
於
て
は
可
及
的
に
他
の
諸
條
件
を
近
似
せ
し
め
、(a)(b) 

間
に
於
け
る
消
費
飛
の
差
如
何
を
檢
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
札
幌
、
茨
戶
間
の
八
籽
を 

三
分
し
標
準
速
度
と
し
て
最
初
の
區
間
は
時
速
平
均
四
十
五
籽
、
次
の
區
間
は
三
十
籽
、
又
最
終 

の
區
間
は
六
十
籽
に
な
る
や
う
に
運
轉
し
各
財
間
に
於
て
の
走
行
時
間
、
走
行
距
離
及
び
燃
料
消

費
觉
を
測
定
し
て
消
費
率
、
走
行
率
及
び
、
よ
り
正
確
な
平
均
時
速
と
を
算
出
し
以
っ
て
兩
種
燃
料
の
各
時
速
即
ち
各
區
間
に
於
け
る
消
費
割
合
を

比
較
し
た
の
で
あ
る
。
兩
地
點
に
於
け
る
標
高
差
は
數
米
を
出
な
い
が
之
を
も
考
慮
し
て
往
復
し
以
っ
て
誤
差
を
少
な
か
ら
し
め
た
。
前
述
し
た
乘 

目
五
名
は
走
行
中
夫
れ<

次
の
如
き
各
項
目
を
据
當
し
て
ゐ
る
。

A
、
自
動
車
の
運
轉
、
速
度
の
調
節

B
、 
基
點
の
標
示
、
走
行
時
間
の
測
定

C
、 
時
速
計
の
觀
察
、
走
行
距
離
の
萌
み

D
、 
拂
氣
の
採
取

E
、 
燃
料
の
切
換
へ
及
び
補
給
、
消
習
址
の
讀
み

走
行
中
に
於
け
る
液
面
の
韻
み
は
以
上
の
中
最
も
正
確
を
缺
く
懼
れ
が
多
分
に
あ
っ
た
が
、
基
點
に
於
て
僅
に
減
速
し
、
且
液
面
に
薄
枉
片
を
浮 

ぱ
し
め
た
の
で
此
の
困
難
を
克
服
し
得
た
。

測
定
の
結
果
は
第3
表
の
如
く
で
あ
る
。
尙
當
日
測
定
時
の
氣
溫
は2

0
0  C

、

氣
壓
は7

6
5m

m
、

又
茨
戶
方
面
よ
り
の
和
風
が
あ
っ
た
。 

第3
表
に
擧
げ
た
測
定
數
値
か
ら
、
各
燃
料
の
各
區
間
即
ち
各
速
度
に
於
け
る
走
行
率
、
消
費
並
、
消
費
率
、
及
び
平
均
速
度
等
を
算
出
す
れ
ば 

第4
表
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら(a
)
(
b
)
兩
燃
料
が
同
じ
様
に
爆
發
燃
燒
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
と
し
て
、
夫
等
の
各
種
性
能
が
大
凡
比
較
す
る
事
が
出
來 

又
個
々
の
も
の
に
就
て
も
條
件
を
異
に
し
た
場
合
の
變
化
等
も
知
る
事
が
出
來
る
。(a) (
b
)
兩
燃
料
の
往
復,

各
區
間
に
於
け
る
數
字
等
を 

對
比
し
て
覇
々
論
議
せ
ら
れ
る
處
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
之
が
詳
細
な
檢
討
は
別
に
報
吿
す
る
事
と
な
し
、
玆
で
は
極
く
槪
略
を
記
述
す
る
に
止 

め
る
。

先
づ
同
一
區
間
を
同
一
方
向
に
略
々
同
一
の
速
力
で
疾
走
し
た
場
合
に
於
け
る
燃
料
の
消
費
址
は
往
復
の
各
區
間
何
れ
を
對
比
し
て
見
て
も
常 

に(
b
)

の
消
費
量
が(
a
)

よ
り
多
く
な
っ
て
居
る
。
即
ち
往
に
於
て
は
其
の
差
十％

復
に
於
て
は
八
・
五％

で
あ
る
が
、
速
力
が
増
加
し
た
場
合 

は
低
速
の
場
合
よ
り
も(b) (
a
)

の
消
費
策
の
相
互
間
の
差
は
漸
次
近
接
し
幽
く
な
っ
て
來
る
の
で
あ
る
。
本
試
驗
に
於
て
は(b) (a)
共 

に
往
コ
ー
ス
は
復
コ
ー
ス
よ
り
も5

〜6
%

消
戏
策
が
増
加
し
て
居
る
が
、
之
は
後
述
す
る
如
く
原
因
の
一
部
は
往
コ
ー
ス
の
方
が
全
路
に
於
け
る
平 

均
時
速
復
コ
ー
ス
よ
り
も
大
で
あ
っ
た
が
爲
で
あ
ら
う!
—

第4
表
參
照
。
區
間
に
依
る
即
ち
速
力
の
變
化
に
依
る
消
費S
に
は(a) 
(b )
共 

に
明
確
な
差
が
示
さ
れ
て
居
り
、
時
速
が
增
大
す
れ
ば
單
位
時
間
及
び
單
位
距
離
に
對
す
る
消
費
蛍
即
ち
消
変
率
が
顯
著
な
差
を
以
っ
て
増
大
し
て 

居
る
。
今

時

速k
m
f
h
r、

に
對
し
消̂

率
、
一
すr、

を
ト
レ
ー
ス
す
れ
ば
本
來
は
極
小
曲
線
が
得
ら
れ
そ
の
極
小
點
に
於
て
經
濟
速
力
が
判
明
す
る 

の
で
あ
る
が
、
之
を
求
む
る
に
は
本
試
驗
に
於
て
は
調
査
が
三
點
で
あ
る
か
ら
不
完
全
で
あ
る
。
然
し
乍
らk

m
f
h
r

に
對
す
るV

k
m

で
は(a)
燃 

料
の
極
小
點
は
三
十
籽
附
近
に
あ
る
事
が
推
定
せ
ら
れ
た
。 

• 

今
兩
種
燃
料
の
比
重(

第4
表
、
註
、
參
照)

を
考
慮
し
常
法
に
從
つ
て
重
鱼
を
基
礎
と
し
た
消
費
策
を
求
め
、
相
對
應
す
る
も
の
を
比
較
す
る

一
三
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温 9
お

と
上
述
の
結
果
が
幾
分
變
化
し
て
來
る
。
即
ち
令
複
と
し
て(b) 
(a)
間
に
於
け
る
差
が
減
少
し
て
來
る
が
、
而
も
尙
往
復
共
に
時
速3

〇
〜
4
5  

軒
程
度
の
場
合
な
れ
ば
明
か
に(
a)

の
消
費
址
が
小
で
あ
り
、
五
十
料
を
超
過
す
る
に
至
っ
て
稍
相
等
し
く
、55

〜60
料
以
上
の
速
度
で
は
却
っ
て 

(
a
)

の
消
費
並
が
多
く
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
測
定
の
腕
幽
內
に
在
っ
て
は
燃
料
のm
載

器

が
等
し
い
場
合
——

從
っ
て(b)
は(
a
l

り
も
比
重
の
差
丈
容
積
は
大
と
な
る「

5
5

〜60
籽
以
上
の
速
力
で
疾
走
す
る
場
合
以
外
は
如
何
な
る
場
合
と
雖
も
禾
並
的
に
見
る
も(
a
)

に
依 

る
方
が
有
利
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
唯
實
際
問
題
と
し
て
燃
料
タ
ン
ク
の
容
積
が
一
定
な
る
以
上
は!
!

補
助
タ
ン
ク
を
備
へ
て
も
同
樣
で
あ 

る!
!

常
に
琦
載
容̂

が
問
題
で
あ
り
、
此
の
程
度
の
比
重
の
差
異
の
如
き
は
考
慮
し
な
く
と
も
支
障
は
無
か
ら
う
と
思
考
せ
ら
れ
る
の
で
、
此
の 

場
合
は
論
旨
の
重
點
を
矢
張
り
容m
に
置
く
の
が
妥
當
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
總
括
し
た
往
復
全
行
路
に
就
て
の
結
果
を
要
約
す
る
と
第5
表
の
如
く
で
あ
る
。

(b) (
a
)
兩
燃
料
を
用
ひ
全
長
八
籽
の
區
間
を
往
復
す
る
全
路
十
六
料
の
走
行
試
驗
に
於
て
、
平
均
速
力k

m
r
r

が
約
四
十
籽
の
場
合
、
燃
料 

の
消
費
景
を
重
址
的
に
見
る
時
は
大
差
は
な
い
が
、
尙
幾
分(
a
)

に
於
て
少

5r
に
て
足
る
を
知
り
、
之
を
容
積
上
か
ら
見
る
時
は(
a
)

の
場
合 

に
於
て
は(
b
)

の
九
十
二％

た
ら
ず
に
て
足
る
事
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
同
一
容
技
の
ガ
ソ
リ
ン
を
積
載
し
た
場
合
の
走
行
可
能
距
離 

は
時
速
四
十
籽
附
近
の
場
合(
b
)

の1
0
0

に
對
し
て(a)
に
依
れ
ば1

0
8
.
8

と
約
十％

に
近
い
延
長
で
あ
る
か
ら
、
斯
か
る
性
質
は
場
合
に
依
っ 

て
は
頗
る
重
要
な
も
の
と
な
り
得
る
譯
で
あ
る
。
尙(a)
燃
料
ー
立
當
り
の
總
平
均
走
行
距
離
は
七
・
ハ
籽
と
な
っ
て
居
り
ハ
ツ
ブ
モ
ビ
ル
に
依 

る
前
囘
の
後
備
試
驗
で
認
め
た
七
・
七
五
籽
と
殆
ど
一
致
し
て
居
る
事
が
判
明
し
た
〇
・

速
力
が
増
大
す
れ
ば(a) 
(b)
兩
燃
料
〇
消
費
率
、
並
び
に
走
行
率
は
幾
分
近
接
し
、
速
力
が
之
よ
り
も
減
少
す
れ
ば
此
の
差
が
一
般
に
大 

と
な
る
の
は.
前
述
の
如
く
で
あ
る
。 

• 

尙
單
位
發
熱
茹
に
對
し
て
の
消
費
址
も
考
へ
ら
れ
る
が
、(
b
)

は
旣
に
述
べ
た
如
く
——

第4
、表
、
註
、
參
照!
!

二
十％

に
相
當
す
る
ア
ル 

コ
ー
ル
を
含
有
し
て
居
る
か
ら
、
發
熱
量
は
當
然
低
下
し
て
居
る
と
考
へ
ら
れ
、
此
の
方
面
か
ら
の
効
率
は
或
は(a)
よ
り
も
優
る
事
に
な
る
か 

も
知
れ
な
い
が
、
之
と
て
も
大
隘
近
似
し
た
値
が
推
定
さ
れ
左
程
斯
著
な
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

口
、
排
氣
の
分
析
に
依
る
燃
焼
狀
況
の
判
定

機
關
か
ら
排
出
さ
る'

瓦
斯
體
の
組
成
を
檢
す
る
事
に
依
っ
て
燃
料
の
氣
循
內
に
於
け
る
爆
發
燃
焼
狀
態
を
推
知
す
る
事
が
出
來
る
。
著
者
は
上 

記
走
行
試
驗
中
に
於
て
低
速
時
及
び
高
速
時
に
於
け
る(a) 
(b)
兩
者
の
排
氣
を
採
取
し
——

第3
表
、
右
端
、
排
氣
採
取
希
號
、
參
照
——
 

詳
細
に
比
較
檢
討
す
る
處
が
あ
っ
た
。
排
氣
中
に
含
有
さ
れ
・
る
無
水
炭
酸
、
高
級
炭
化
水
素,

酸
素
、

一
酸
化
炭
素
等
を
順
次
吸
收
法
に
依
っ
て
測 

定
し
殘
留
し
た
瓦
斯
を
爆
發
ピ
ペ
ツ
ト
內
に
採
り
、
緩
慢
燃
燒
せ
し
め
、
生
成
し
た
無
水
炭
酸
の
址
か
ら
メ
タ
ン
を
又
容
旃
の
收
縮
か
ら
水
素
を
算

一
七 

Z



一
ハ

出
し
殘
餘
を
窒
素
と
し
た
の
で
あ
る
。

採
取
當
時
の
時
速
が
完
全
に
同
一
で
は
無
い
故
絕
對
的
の
も
の
で
は
勿
冷
な
い
が
、
大
將
の
傾
向
は
推
測
す
る
に
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
詳
細 

は
別
に
分
析
表
等
と
共
に
報
吿
す
る
事
と
し
、
共
の
槪
要
を
述
べ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

(a) 
(b)
兩
種
燃
料
共
に
往
復
何
れ
の
コ
ー
ス
に
於
て
も
低
速
時
に
於
け
る
無
水
炭
酸,
丄
元
全
燃
焼
生
成
物
——

の
益
は
高
迎
時
に
於
け 

る
も
の
よ
り
も
少
く
、
酸
素
、
一
一
酸
化
城
素
、
メ
タ
ン
及
び
水
素
等
は
逆
に
高
速
時
の
方

ic
多
く
な
っ
て
居
る
。
商
級
炭
化
水
素
類
は
痕
跡
で
あ
り 

春
期
間
の
運
心
に
認
め
た
如
き
、
生
瓦
斯
の
僚
で
排
出
さ
れ
る
や
う
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
、(b
)
燃
料
の
排
氣
の
組
成
は
全
走
路
に
於
け 

る
平
均
が
大
圖
炭
酸
瓦
斯ー

ー
•7

・
、

酸
素1.1
・
、

一
酸
化
炭
素2

.
6

・
、
メ
タ
ン
ー•5

渋
、
水
素
〇•9
ヾ
、
及
び
察
素8

2
.
2

・
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
 

(a)
燃
料
で
は
夫
れ<

9
.
9 W

、1
.
5
・

、

4.0
・
、1.1W
、1

.
6

ヾ
、
及
び8

1
.
6

渋
と
な
つ
て
居
る
。
即
ち
後
者
が
完
全
燃
焼
生
成
物
の
無
水
炭
酸 

に
乏
し
く
不
完
全
燃
焼
生
成
物
で
あ
る
一
酸
化
炭
素
に
著
し
く
宿
ん
で
居
る
事
が
判
る
。(a) 
(b)
兩
燃
料
に
於
て
之
等
の
熱
分
解
に
依
っ
て 

• 

生
成
せ
ら
れ
、
未
燃
燒
の
狀
態
の
儘
排
出
せ
ら
れ
る
メ
タ
ン
瓦
斯
と
水
素
瓦
斯
の
含
有
割
合
が
逆
に
な
っ
て
居
る
の
は
、
燃
料
の
本
質
的
の
差
異
と 

游
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
本
試
驗
を
通
じ
て
之
等
の
點
か
ら
觀
察
せ
ら
れ
る
東
は(a) (b)
を
問
は
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
が
或
程
度
過
剩
に
送
入
せ
ら
れ
消
戏 

さ
れ
て
居
る
事
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
此
の
送
入
蛍
に
對L
て
之
を
完
全
燃
焼
せ
し
む
可
き
空
氣
が
不
充
分
な
事
で
あ
る
。
從
っ
て
よ
り
多
量
の 

空
条
を
混
入
し
、
よ
り
完
全
な
燃
焼
を
行
は
し
め
る
事
に
依
っ
て
、
上
述
の
走
行
距
離
等
の
延
長
も
考
へ
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
又
空
氣
に
對
し
て
よ 

り
少
最
の
燃
料
を
供
給
せ
し
め
て
も
完
全
燃
焼
を
行
へ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
増
大
す
る
か
ら
同
一
の
走
行
距
離
に
對
し
て
消
費
策
を
減
少
せ
し
め
得
る 

理
で
も
あ
る
。(
a
)

に
依
る
往
コ
ー
ス
、
低
速
時
の
走
行
は
排
氣
分
析
上
か
ら
最
も
不
滿
足
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
が
、
元
來
機
關
夫
れ
自
體
が 

斯
か
る
代
用
燃
料
を
目
的
と
し
て
設
計
せ
ら
れ
た
も
の
で
無
く
、
通
常
の
ガ
ソ
リ
ン
を
對
象
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
部
の
原
因
は
玆
に
す 

る
と
も
考
へ
ら
れ
、
此
の
程
度
に
て
而
も
上
紀
の
消
費
率
、
走
行
率
を
得
て
居
る
の
は
又
以
っ
て
多
と
す
る
に
足
る
べ
き
で
機
砌
各
部
の
調
整
を
存 

行
ふ
も
の
と
す
れ
ば
更
に
大
な
る
效
率
を
寧
ぐ
べ
き
事
は
推
定
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

4

市
街
地
に
於
け
る
運
行
狀
驗

以
上
の
各
實
驗
に
依
っ
て
一
應
測
定
の
目
的
を
逹
し
得
た
の
で
、
蛇
途
平
常
自
動
車
が
市
街
屮
を
走
行
す
る
條
件
の
下
に
巡
軸
も
し
め2

〜3
觀
察

第6表 
市街地走行試驗結果

燃料 區間 荷3£ 
(kg)

走行距離

(km)

消費a
(cc) (g)

(め I 1530 3.5 750 582

(幻 n 1530 3.3 4〇〇 331

Ca) 皿 1600 4.0 550 455

ー
九

す
る
處
が
あ
っ
た
。
參
考
の
ー
資
料
と
し
て
記
載
す
る
が
と
す
る
。 

コ
ー
ス
は
全
長
十
・
八
籽
、
乘
目
は
途
中
亠
ハ
・
八
籽
の
地
點
迄
は
二
人
、
以
後
は
三
人
で
あ
る
。

走
行
距
離
計e
零
と
し
、
其
の
時
の(b)
燃
料
の
讀
み
は5

5
0
C
C

で
あ
っ
た
が,

機
關
を
始
動
し
自
動
車
を
草
原
か
ら
路
上
に
約
三
十
米
程
運
轉 

し
て
ト
ツ
プ
ギ
ア
と
な
る
迄
に
そ
の
讀
み
は6

50
c
c

に
下
っ
た
。
次
に
鋪
裝
道
路
を
走
行
す
る
事
三
・
五
籽
——

途
中
停
車
し
て
二
分
間
立
話
し
を
し 

た
——

に
到
っ
て
燃
料
の
翩
み
が1300c

c

と
な
り
、(b)
が
缺
乏
し
た
の
で
停
止
し(a)
に
切
換
へ
た
。
切
換
當
時
の(a)
の
讀
み
は8

50c
c

で
あ 

っ
た
が
六•

八
籽
點
に
至
っ
て
目
的
地
に
到
着
し
た
の
で
一
應
打
切
っ
た
。
其
の
時
の
讀
み
は1

2
5
0c

c

で
あ
る
。
次
に
乘
日
三
名
と
な
り(a)
を
補 

-

-
-
-

給
し
て7

50
c
c

の̂

に
至
ら
し
め
、
四
料
を
走
行
し
て
歸
っ
た
時
の
讀
み
は
丁
度13008
で
あ
っ
た
。
此
の
第 

一)I

一
 2 -

311
一
55I
•
(

皿)

コ
ー
命
籽
の
途
次
、
木
炭
自
動
車
や
薪
自
動
車
に
て
は
屢
々
低
速
を
必
要
と
す
る
程
度
の
坂
が
あ
っ
た 

3
8
5
 
一
3-
一
 4 

が(a)
に
て
は
ト
ッ
プ
ギ
ア
に
て
の
上
界
は
容
易
で
あ
っ
た
。
途
中
二
籽
の
地
點
で
は
同
様
二
分
間
位
停
車
し 

費 

ー

——
 

て
居
る
。
之
等
か
ら
大
體
通
常
の
狀
態
の
下
に
於
け
る
狀
況
を
推
測
す
る
事
が
出
來
や
う
。 

消3

750
400
550
即
ち
第6
表
が
夫
れ
で
あ
る
。 

• 

雄
-
-

_
_
_
 

走
行
時
間
は
測
定
し
得
な
か
っ
た
が
受
け
た
印
象
は
全
く
通
常
の
走
行
と
變
り
な
く
、
所
謂
經
府
速
力
の
程 

徊

如

3.5
3.3
4.0
度
で
疾
走
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
た
。
上
の
結
果
か
ら(a) 
(b )
兩
燃
料
に
就
て
同
様
消
費
率
及
び
走
行 

足

-
-

率
を
算
出
し
得
る
。
結
果
は
第7
表
の
如
く
で
あ
る
。

a£
わ

530
530
600
コ
ー
ス
の(I)(H)
洪
に(

皿)

に
於
け
る
程
の
も
の
で
は
な
い
が
同
様
な
坂
が
あ
り
、ゝ
各
・
區
間
共
之
等 

荷

・1
1
1
 

を
上
下
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
第6
表
及
び
第7
表
に
於
て
同
一
燃
料(a)
を
使
川
し
乍
ら(0)
の
走
仃
率 

間 

が(
H
)

に
劣
り
、
消
費
率
が
大
と
な
っ
て
居
る
の
は
荷
页
の
珀
加
、
坂
路
の
延
長
等
に
歸
因
す
る
も
の
と
し 

區 

n 

て
首
肯
せ
ら
れ
る
處
で
あ
る
が(I)
及
び(

卩)

は
殆
ど
同
樣
な
狀
態
に
於
て
走
行
し
て
居
る
、に
不
拘
、
極 

—
斗I 
- 

——

め
て
顯
著
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
假
り
に
始
動
よ
り
ト
ツ
プ
ギ
ア
に
至
る
迄
の
消
第

-In-
の
ー
〇OCC  

燃 

3

 

3

 

3

 

を
除
外
す
る
と
し
て
も
三
・
五
籽
に
對
す
る
消
費
暈
は65
〇2

と
な
り
、
以F
第7
表
に
於
け
る
走
行
率(

k
m
n

 

-
-
 

一
i
 

及
びk

m
f
k
g
、
)

並
に
消
戏
率(

C
Q
k
m

及
びgFn)
は
夫
れ
夫
れ
——

5
.
4

革 

6
.
9

業 

1
8
6c

c
1
4

冶
——



第7表

市街地走行試斃に於ける消費率及び走行卒

走行率 消費率
评 映

km/1 km/kg cc/km g/km

〇) I 4.7 5.7 214 166

(心 I 8.3 10.0 121 no

_GO in 7.3 8.8 138 114

ニ
〇 

と
な
っ
て(b)
を
用
ひ
た
コ
ー
ス(
I
)

が(
a
)

に
依
っ
た(n)
及
び(

皿)

の
兩
コ
ー
ス
に
及
ば
ざ 

るm
程
遠
い
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

本
實
驗
は
上
述
の
如
く
普
通
一
般
走
行
に
於
け
る
結
果
で
あ
る
が
、(a )
試
料
に
依
っ
た
本
試
驗
の(n) 

(

ロ)

兩
區
の
試
驗
結
果
は
大
懼
基
準
試
驗
に
依
っ
た
第5
表
の
結
果
と
大
差
な
く
、
殊
に
第4
表
に
於
け
る 

區
間(n)
即

ち(a
)

に
依
る
低
速
時
の
走
行
結
果
と
近
接
し
て
居
る
か
ら
可
な
り
の
信
用
を
置
き
得
る
も 

の
と
思
料
せ
ら
れ
、
此
の-
第4
表
の
結
果
と
對
比
し
て3

〇
〜
3
2km

fh
r
、

即
ち
本
燃
料
の
樫̂
^

カ
付
丘
で
禺 

然
走
行
し
て
居
っ
た
事
も
殆
ど
確
實
の
如
く
考

へ
ら
れ
る
程
で
あ
る
。

重
並
的
に
見
る
も(a) (b )
兩
ガ
ソ
リ
ン
間
の
差
異
は
幾
分
之
よ
り
も
近
接
す
る
と
は
言
へ
、
時
速5

5

〜 

60
籽
を
超
過
せ
ざ
る
本
試
驗
に
於
て
は
依
然
此
の
關
係
の
持
績
せ
ら
る
可
き
事
は
旣
に
前
實
驗
に
推
定
し
得
た 

處
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に(a)
燃
料
を
使
用
す
れ
ば
之
れ
が
一
立
の
消
費
に
依
っ
て
此
の
程
度
の
時
速
な
ら
ば
八
料 

以
上
即
ち
五
ガ
ロ
ン
縦
を
使
用
せ
ば
百

E-
十
籽
附
近
迄
を
走
行
す
る
事
が
出
來
る
に
反
し
、(b )
燃
料
で
は
之 

が
仲
々
困
難
で
あ
る?n
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

5.
機
關
に
及
ぼ
す
影
勢

前
述
の
各
種
試
驗
を
通
じ
て
使
用
し
た
ーーツ
サ
ン
自
動
車
の
走
行
距
離
は
百
二
十
籽
に
到
達
し
て
居
る
。
こ

の
中(
a
)
燃
料
に
依
っ
た
距
離
は
大
約
五
十
籽
で
あ
る
か
ら
、
此
の
程
度
の
走
行
が
機
關
等
に
惡
影
響
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
先
づ(a)
ガ
ソ
リ

ン
は
單
に
之
の
み
で
極
め
て
優
秀
な
も
の
と
云
ふ
事
が
出
來
や
う
。

市
街
地
の
運
行
試
驗
を
行
っ
た
後
該
自
動
車
は(b)
セ
使
用
し
て
少
く
と
も
十
籽
程
度
を
走
行
し
た
が
、•
翌
日(b)
に
依
る
始
動
に
支
障
を
來 

し
た?

lr.
が
判
明
し
た
。
其
の
原
因
は
矢
張
り
タ1
ル
様
物
質
が
ヴ
ァ
ル
プ
に
沈
着
し
た
爲
め
の
壓
縮
不
完
全
に
あ
っ
た
。
其
の
他
ピ
ス
ト
ン
へ
・
ツ
ド

に
も
沈
着
を
認
め
、
ー
吸
入
多
岐
管
に
は
多
少
油
狀
物
質
が
疑
縮
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
排
氣
管
の
部
分
に
は
異
狀
を
認
め
ず
又
潤
滑
油 

は
何
等
汚
染
さ
れ
て
は
居
な
か
っ
た
。
之
が
原
因
の
依
っ
て
來
る
所
以
を
究
明
し
之
を
改
善
す
る
事
は
最
も
興
味
あ
る
事
と
思
考
せ
ら
れ
る
が
、
著

者
の
之
に
對
す
る
見
解
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

該
タ
ー
ル
樣
物
質
の
全
部
は
少
く
と
も
一
次
的
の
も
の
で
は
無
い
。
若
し
も
エ
ン
グ
ラ
ー
蒸
溜
曲
線
に
示
さ
れ
た
如
く
總
溜
出
量
が
九
十
七％

殘 

餘
の
三％

が
影
響
す
る
も
の
と
す
れ
ば(b)
燃
料
に
於
け
る
殘
留
成
分
も
亦
幾
分
影
礬
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
ら
う
。
之
等
は
少
く
と
も
同
一
物
質 

で
は
な
い
け
れ
ど
も
可
な
り
の
高
温
に
處
す
る
も
溜
出
乃
至
は
分
解
氣
化
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
寧
ろ(a)
燃
料
の
大
部
分
が
軽
質
油 

即
ち
テ
ル
ベ
ン
を
主
成
分
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

此
の
も
の
、
不
飽
和
成
分
又
は
一
度
び
分
解
し
て
生
ず
る
不
飽
和
生
成
物
が
或
は
氣
箫
の
金 

屬
等
を
觸
媒
と
し
て
重
合
し
て
生
じ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
不
幸
に
し
て
該
物
質
を
採
取
し
得
な
か
っ
た
が
或
は
之
等
不
飽
却
化
合
物 

等
の
酸
化
生
成
物
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

斯
か
る
物
質
の
沈
游
す
る
の
は
新
自
動
車
等
に
於
て
も
屢
々
見
受
け
ら
れ
る
處
で
あ
る
が
、
此
の
磨
の
爲
每
囘
分
解
洗
滌
を
必
要
と
す
る
な
ら 

ば
實
地
に
際
し
て
は
著
し
く
不
便
を
感
ず
る
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
述
の
優
秀
性
を
補
っ
て
餘
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。
機
關
の
改
造 

等
に
依
っ
て
多
岐
管
の
凝
縮
油
を
浒
滅
せ
し
む
る
事
等
は
容
易
で
あ
り
、
又
混
合
氣
〇
割
合
の
變
化
、
點
火
位
置
の
調
整
等
其
の
他
燃
料
の
完
全B
 

.
燒
化
を
企
て
る
方
法
等
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
燃
料
の
方
面
に
關
し
て
も2

〜3

考
へ
付
い
た
點
も
あ
る
の
で
、
目
下
輕
質
油
の
改
善
處
理
を
企
圖
し
っ 

'

あ
る
の
で
あ
る
。

• 

切

摘
 

要

著
者
は
針
葉
油
の
國
內
消
費
に
對
す
る
ー
方
策
と
し
て
之
が
自
動
車
燃
料
と
し
て
の
性
狀
を
檢
討
し
、
更
に
之.
よ
り
得
ら
れ
る
輕
質
油
を
主
要
基 

油
と
な
し
、
自
給
自
足
を
建
前
と
し
た
帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
を
作
製
し
、
該
燃
料
に
依
る
實
地
走
行
試
驗
を
行
ひ
、
之
を
現
在
一
般
に
使
用
せ
ら 

れ
つ
ゝ
あ
る
自
動
車
燃
料
と
比
較
對
照
す
る
處
が
あ
っ
た
。
之
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
〇 

L 
針
葉
油
は
燃
料
と
し
て
有
害
な
る
無
機
成
分
を
含
有
せ
ず
、
發
熱
前
髙
く
、
オ
ク
タ
ン
價
亦
自
動
車
燃
料
と
し
て
適
合
す
る
も
、
比
重
高
く 

比
粘
度
も
大
で
あ
り
、
之
が
蒸
溜
性
狀
は
寧
ろ
石
油
發
動
機
用
の
燃
料
に
近
き
を
知
り
、
自
動
車
機
關
に
對
し
て
ほ
コ
ー
ル
ド
ス
タ
—
卜
せ
ざ
る
の 

み
か
潤
滑
油
に
對
し
て
も
惡
影
??
の
及
ぼ
さ
る
る
可
き
事
が
推
測
し
得
ら
れ
、
事
實C

 F

 R

機
關
の
吸
入
多
岐
管
を
空
冷
の
狀
態
と
す
る
に
至
れ
ば 

爆
發
停
止
し
氣
節
內
に
多
量
の
夕
—
ル
樣
物
質
の
沈
涪
す
る
の
を
認
め
た
か
ら
、
本
原
油
に
就
て
は
機
關
を
改
造
せ
ぬ
限
り
到
底
自
動
車
燃
料
た
り

ー
ニ



ニ
ニ 

禅
な
い
も
の
と
斷
定
し
得
た
。
又
原
油
は
一
夏

5:
經
過
す
れ
ば
幾
分
變
質
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。 

•
2.
之
を
改
善
す
る
目
的
で
原
油
の
初
溜
よ
り1

77.
C

迄
〇
溜
分
を
集
め
輕
質
油
若
た
。
そ
の
收
量
は
原
油
の
新
鮮
度
に
依
っ
て
異
り
、
槪
ね 

六
十
乃
至
七
十％

で
あ
る
。

3

輕
質
油
は
原
油
よ
り
も
比
攻
、
 

粘
度
は
も
と
よ
り
、
發
熱
並
、
オ
ク
タ
ン
價
、
初
溜
點
以
外
の
蒸
溜
性
狀
等
各
般
に
涉
っ
て
目
的
と
す
る
燃 

料
的
譜
性
質
に
改
善
が
行
は
れ
て
居
り
、
特
に
タ
—
ル
樣
沈
莉
物
の
除
去
潤
滑
油
に
及
ぼ
す
形
理
等
に
顯
著
な
る
も
の
あ
る
を
知
っ
た
。 

d 
本
輕
質
油
を
用
ひ
て
實
地
走
行
試
驗
を
行
ふ
に
、 

前
述
の
如
く
初
溜
點
高
き
が
爲
に
冷
時
始
動
を
な
し
得
ず
、
漸
く
走
行
す
る
に
至
る
も
常 

時
チ
ョ
ー
ク
を
必
要
と
し
燃
料
ー
立
當
り
の
走
行
瞿
は
僅
に
ー
籽
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
之
に
二
十％

に
相
當
す
る
燃
料
ア
ル
コ
—
ル
を
混
入
し
て 

ー
立
當
り
の
距
離
を
三
籽
に
延
長
し
得
た
が
、
尙
凡
ゆ
る
點
で
不
充
分
で
あ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
十％

の
混
入
に
依
っ
て
俄
か
に
七
籽
以
上
を
走
行L
得
、
 

る
結
果
を
得
た
の
で
、
初
溜
點
を
低
下
せ
し
め
る
樣
種
々
工
風
を
な
し
玆
に
軽
ー
質
油
を
主
體
と
し
た
帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
を
作
製
し
た
。

5. 

該
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
に
見
ら
れ
る
最
も
顯
著
な
改
善
は
初
溜
點
の
低
下
で
あ
り
、
共
の
他
比
重
、
比
粘
度
等
も
更
に
改
善
せ
ら
れ
る
處
が
あ
っ 

た
。
け
れ
ど
も
市
販
ガ
ソ
リ
ン
と
の
間
隔
尙
多
く
、
蒸
溜
曲
線
の
位
置
も
尙
相
當
上
に
位
し
て
燃
料
と
し
て
の
性
能
上
幾
分
疑
問
も
あ
っ
た
が
、
初 

溜
點
の
低
下
に
依
リ
コ
—
ル
ド
ス
タ
—
卜
が
山
來
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
次
に
述
べ
る
如
く
市
販
ガ
ソ
リ
ン
を
對
照
と
し
て
始
動
試
驗
、
 

加
速
試
驗 

消
費
就
試
驗
、 

排
氣
分
析
に
依
る
燃
燒
狀
況
嬰
、 

市
街
地
に
於
け
る
走
行
試
驗
及
び
機
關
に
及
ぼ
す
影
響
等
を
檢
す
る
事
と
し
た
〇

6. 

蒸
溜
曲
線
等
に
て
推
定
せ
る
快
期
に
反
し
、
帝
北
試
一
號
ガ
ソ
リ
ン
は
之
よ
り
低
位
に
あ
っ
た
市
版
ガ
ソ
リ
ン
に
比
し
て
ス
タ
—
卜
の
速
斐 

幾
分
速
か
で
あ
り
、
加
速
試
驗
に
於
て
も
僅
か
乍
ら
優
位
に
お
る
功
を
認
め
た
が
、
特
筆
す
可
き
は
そ
の
燃
料
消
費
率
及
び
走
行
卒
で
あ
っ
た
。 

兩
燃
料
に
就
て
各
超
の
速
力
に
依
っ
て
試
驗
し
た
結
果
之
が
總
平
均
時
速
四
十
籽
附
近
に
於
て
は
ー
立
當
り
の
走
行
可
能.
距
離
は
市
販
ガ
ソ
リ
ン
の 

七
・
二
籽
に
滿
た
ざ
る&

對
し
七
・
八
籽
で
あ
り
、
共
の
比
は
前
者
の
一
〇
〇
に
對
し
て
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
は1

0
8
.
8

と
延
長
し
て
居
る
。
又
一
籽
當
り
の
消 

費
垃
は
前
者
の
約】4

0
C
C

に
對
し
て1

3
0
C
C

に
滿
た
ず
、 

今
枚
普
ー
同

一
な
り
と
せ
ば
走
行
距
離
は
約
十％

近
く
堆
大
す
る
事
と
な
り
、
又
同
一
の
走 

行
・
瞿
で
あ
る
と
す
れ
ば
之
亦
約
十％

近
く
の
燃
料
の
節
約
を
意
味
す
る
事
と
な
っ
た
。
此
の
韻
異
は
低
速
時
に
至
れ
は
尙
大
と
な
り
高
速
に
到
っ 

で

小
と
な
る
傾
向
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
經
濟
速
力
を
以
っ
て
疾
走
す
る
も
の
と
す
れ
ば
尙
相
當
の
養
異
が
豫
想
せ
ら
れ
る
に
到
っ
た
。
比 

の
兩
者
間
の
差
異
は
、
比m
・
の
關
係
上
禾

M-
的
に
見
る
時
は
よ
り
近
接
し
來
り
、
時
速5

5
〜60
籽
に
及
べ
ば
却
っ
て

ー
號
ガ
ソ
リ
ン
の
消
器
大
と

な
る
も,

絕
え
ず
移
動
し
つ
ゝ
動
力
を
發
生
す
る
機
關
の
要
求
す
る
處
の
も
の
は
重
苑
よ
り
も
寧
ろ
容
量
な
る
べ
き
事
に
就
て
論
述
し
た
。 

7.
低
速
時
及
び
贏
速
時
に
於
け
る
燃
料
の
堤
發
燃
焼
狀
況
を
知
ら
ん
と
し
て
排
氣
を
採
集
し
之
を
分
析
す
る
に
、
試
驗
に
供
し
た
ー
ー
ツ
サ
ン
自 

動
車
の
機
關
は
燃
料
と
空
氣
と
の
混
合
比
に
恐
ら
く
不
備
が
あ
り
、
共
の
結
果
鷲

を
必
耍
以
上
に
消
費
せ
し
め
て
居
る
事
が
判
明
し
た
。
不
完
全 

燃
焼
瓦
斯
體
を
多
く
放
出
し
て
居
り
——

然
し
生
瓦
斯
は
排
氣
中
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
たi

特
に
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
に
於
て
顯
著
で
あ
っ
た
。
從
っ 

て
兩
種
燃
料
が
共
に
完
全
の
程
度
に
燃
焼
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
消
費
率
、
走
行
率
等
に
於
て
更
に
顯
著
な
差
異
の
あ
る
べ
き
事
が
想
像
せ 

ら
れ
る
譯
で
あ
る
。 

ノ 

&
 

十•

八
籽
に
及
ぶ
市
街
地
の
普
通
運
行
試
驗
に
於
て
帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
は
偶
然
そ
の
經
濟
速
力
の
附
近
に
於
て
疾
走
せ
る
も
の
、
如
く 

消
費
率
は
前
記
走
行
試
驗
の
場
合
よ
り
も
更
に
減
少
し
、
走
行
率
は
増
大
し
た
。

ー
籽
を
走
行
す
る
に
要
し
た
ガ
ソ
リ
ン
の
策1

2
2
C
C、

ー
立
當
り
の 

走
行
距
離
八
・
三
籽
で
札
幌
、
芦
戶
間
の
第(H)
區
間
の
夫
れ
等
に
達
し
な
い
の
は
、
 

枚
載
荷
重
小
で
あ
っ
た
に
も
不
拘
、
市
街
地
走
行
に
あ
っ
て 

は
停
車
や
坂
路
の
あ
っ
た
が
爲
で
あ
ら
う
。

一
方
對
照
の
市
販
ガ
ソ
リ
ン
に
依
り
し
も
の
は
殆
と
同

一
の
條
件
下
に
あ
っ
た
に
も
不
拘
、
先
に
實
施 

し
た
走
行
試
驗
の
何
れ
よ
り
も
遙
か
に
惡
く
、
從
っ
て
帝
北
試
ー
貌
ガ
ソ
リ
ン
に
比
し
て
凡
ゆ
る
點
で
著
し
く
劣
る
結
果
と
な
っ
た
。
 

9.
帝
北
試
ー
號
ガ
ソ
リ
ン
に
依
る
約
五
十
料
走
行
の
結
果
表
れ
た
機
關
に
對
す
る
影
嚮
を
述
べ
、
之
が
原
因
及
び
對
策
に
關
し
て
龄
ず
る
處
が 

あ
っ
た
。 

ー
 

10
ト
ド
マ
ツ
の
枝
葉
か
ら
收
量
約
一％

の
針
葉
油
を
蒸
氣
蒸
溜
し
、
更
に
之
よ
り
多
く
て
約
七
十％

の
輕
質
油
を
得
て
作
製
し
た
本
帝
北
試
ー 

號
ガ
ソ
リ
ン
は
勿
龄
一
般
市
販
の
燃
料
に
比
し
て
頗
る
高
價
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
恐
ら
く
現
在
代
用
燃
料
に
し
て
そ
れ
自
腹
の
價
格
に
於
て
ガ
ソ
リ 

ン
の
價
格
に
匹
敵
し
得
る
も
の
は
無
い
の
で
あ
っ
て
、
本
針
葉
油
の
場
合
に
於
て
も
若
し
殘
餘
の
三
十％

よ
り
有
用
な
製
品
が
得
ら
れ
ゝ
ば,

遙
か 

に
安
價
と
な
る
傾
向
が
多
分
に
認
め
ら
れ
、
又
一
方
原
油
の
採
取
に
關
し
て
も
現
在
の
樣
式
に
は
考
慮
の
餘
地
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
之
等 

に
對
し
て
は
燃
料
自
眼
の
改
善
と
共
に
種
々
硏
究
を
實
施
し
っ
ゝ
あ
る
。
殊
に
針
葉
油
の
採
取
法
を
改
善
し
て
生
產
原
價
を
低
下
せ
し
め
る
事
は
琅 

も
緊
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
之
が
或
程
度
軌
道
に
乘
れ
ば
現
在
札
幌
、
旭
川
兩
支
局
管
內
に
於
て
生
產
さ
れ
っ
ゝ
あ
る
針
葉
油 

の
み
か
ら
約
四
萬
籽
を
走
行
す
る
に
足
る
代
用
燃
料
が
得
ら
れ
る
事
が
推
定
せ
ら
れ
る
か
ら
、
之
が
將
來
性
は
副
産
物
の
製
造
と
共
に
愈
々
有
望 

な
り
备
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
姓
に
著
者
の
行
っ
た
試
驗
の
極
く
槪
要
を
略
紀
し
批
判
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

二
三


